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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 79,938 41.0 7,870 60.5 7,777 58.9 4,527 61.3
22年3月期第3四半期 56,700 ― 4,902 ― 4,893 ― 2,806 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 140.38 ―

22年3月期第3四半期 87.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 55,876 32,647 58.4 1,010.53
22年3月期 50,139 29,897 59.6 927.97

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  32,628百万円 22年3月期  29,897百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00
23年3月期 ― 25.00 ―

23年3月期 
（予想）

25.00 50.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110,000 33.2 10,400 31.8 10,400 31.3 6,000 37.1 186.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 36,254,344株 22年3月期  36,254,344株

② 期末自己株式数 23年3月期3Q  3,965,839株 22年3月期  4,036,267株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 32,249,572株 22年3月期3Q  32,215,482株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間（平成 22 年４月１日～平成 22 年 12 月 31 日）におけるわが国経済は、緩やかな回復を示しま

したが、所得・雇用の環境は厳しく、企業の設備投資は慎重な姿勢が続きました。後半に至り世界的な景気回復への期

待が高まりましたが、新興国におけるインフレ懸念などから先行きは不透明な状況にあります。 

このような状況のなか、貴金属リサイクル事業領域においては、金属市場価格が高水準で推移したことや新規顧客獲

得に努めたことなどを背景に、全金属において回収量及び平均販売単価が前年同期実績を上回りました。 

環境保全事業領域においては、汚泥・廃油・廃薬品・医療系廃棄物の取扱いが好調であったことに加え、耐火物の処

理量も前年同期実績を大幅に上回りました。平成22年 8月に連結子会社化したエコマックス株式会社の業績も順調に推

移しております。 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は 79,938 百万円、セグメント別では、貴金属リサイクル事業が

69,523 百万円、環境保全事業が 10,415 百万円となりました。営業利益は 7,870 百万円、経常利益は 7,777 百万円、四

半期純利益は4,527百万円となりました。 

前年同期との比較では、売上高が23,237 百万円増加し、営業利益が2,967百万円、経常利益が2,883 百万円、四半期

純利益が1,720百万円それぞれ増加しました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期末における総資産は、55,876 百万円となり、前連結会計年度末比で 5,737 百万円の増加となりました。

その主な要因は、受取手形及び売掛金が 1,930 百万円、たな卸資産が 2,172 百万円、有形固定資産が 1,525 百万円、そ

れぞれ増加したことによるものであります。 

 なお、純資産は32,647百万円となり、自己資本比率は58.4％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益 7,766 百万円

に減価償却費 1,477 百万円を加え、棚卸資産の増加及び売上債権の増加等を加減した結果 4,201 百万円の増加となりま

した。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出 2,361 百万円等により、2,875 百万円の減少とな

りました。主な設備投資は、尼崎工場の増設、横浜営業所の移転及び韓国アサヒプリテック株式会社の工場新設等であ

ります。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長短借入金の純増加額 1,219 百万円及び配当金の支払額 1,608 百万円等を加

減した結果、281百万円の減少となりました。 

 以上の結果、現金及び現金同等物の当第３四半期末残高は2,724百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

貴金属リサイクル事業分野における金属回収量が回復基調にあること、金属の平均販売単価が当初の想定を上回って

推移する見通しであること、および全社的コスト削減の拡大等により、通期の売上高、営業利益、経常利益、当期純利

益とも前回予想値を上回る見込みとなりましたので、下記の通り修正いたします。 

なお、１株当たりの配当予想（期末25円）につきましては、変更ありません。 
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通期連結業績予想の修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円  銭 

前回発表予想（Ａ） 

（平成22年９月29日発表） 
104,000 10,000 10,000 5,800 180 00 

今回修正予想（Ｂ） 110,000 10,400 10,400 6,000 186 00 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 6,000 400 400 200 － 

増      減      率 5.8％ 4.0％ 4.0％ 3.4％ － 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

・法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号 平成 20 年３月 31 日）を適用して

おります。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

･「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表分）及

び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号 平成 20 年３月 10 日）を適用し、

連結決算上必要な修正を行っております。 

なお、これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。 

・企業結合に関する会計基準等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 20 年 12 月 26 日）、「連

結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26 日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の

一部改正」（企業会計基準第 23 号 平成 20 年 12 月 26 日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成20年 12 月 26 日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成 20年 12 月 26 日公表分）及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）

を適用しております。 

 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,798 2,263 

受取手形及び売掛金 5,968 4,037 

商品及び製品 3,637 4,250 

仕掛品 11,168 8,327 

原材料及び貯蔵品 560 616 

その他 1,876 2,867 

貸倒引当金 △11 △8 

流動資産合計 25,998 22,354 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,697 8,751 

土地 12,585 12,440 

その他（純額） 5,399 3,964 

有形固定資産合計 26,682 25,156 

無形固定資産   

のれん 2,111 1,571 

その他 491 567 

無形固定資産合計 2,603 2,139 

投資その他の資産 592 489 

固定資産合計 29,878 27,784 

資産合計 55,876 50,139 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,040 2,161 

短期借入金 10,049 12,449 

1年内返済予定の長期借入金 1,000 － 

未払法人税等 978 2,304 

賞与引当金 396 721 

役員賞与引当金 11 15 

修繕引当金 73 124 

その他 3,171 2,048 

流動負債合計 18,722 19,825 

固定負債   

長期借入金 2,750 － 

退職給付引当金 179 179 

その他 1,577 237 

固定負債合計 4,507 416 

負債合計 23,229 20,241 
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,480 4,480 

資本剰余金 6,071 6,054 

利益剰余金 28,359 25,444 

自己株式 △5,814 △5,917 

株主資本合計 33,097 30,061 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 19 14 

繰延ヘッジ損益 △422 △152 

為替換算調整勘定 △65 △26 

評価・換算差額等合計 △468 △164 

新株予約権 18 － 

純資産合計 32,647 29,897 

負債純資産合計 55,876 50,139 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 56,700 79,938 

売上原価 48,657 68,668 

売上総利益 8,042 11,269 

販売費及び一般管理費 3,139 3,399 

営業利益 4,902 7,870 

営業外収益   

受取利息 5 16 

受取配当金 0 0 

負ののれん償却額 3 － 

為替差益 48 － 

その他 41 34 

営業外収益合計 98 51 

営業外費用   

支払利息 42 27 

創立費 31 － 

為替差損 － 105 

その他 33 10 

営業外費用合計 107 143 

経常利益 4,893 7,777 

特別利益   

固定資産売却益 5 14 

特別利益合計 5 14 

特別損失   

固定資産除却損 58 16 

固定資産売却損 0 8 

減損損失 7 － 

特別損失合計 67 25 

税金等調整前四半期純利益 4,832 7,766 

法人税、住民税及び事業税 902 1,542 

法人税等調整額 1,123 1,696 

法人税等合計 2,026 3,239 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,527 

四半期純利益 2,806 4,527 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 4,832 7,766 

減価償却費 1,597 1,477 

減損損失 7 － 

のれん償却額 165 201 

負ののれん償却額 △3 － 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2 △0 

受取利息及び受取配当金 △5 △17 

支払利息 42 27 

固定資産除売却損益（△は益） 53 10 

売上債権の増減額（△は増加） 669 △1,873 

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,327 △2,171 

仕入債務の増減額（△は減少） 715 953 

未払金の増減額（△は減少） △476 269 

その他 151 △1,203 

小計 3,425 5,442 

利息及び配当金の受取額 5 19 

利息の支払額 △39 △24 

法人税等の支払額 △698 △2,858 

法人税等の還付額 463 1,621 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,156 4,201 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △382 △883 

定期預金の払戻による収入 － 1,324 

差入保証金の回収による収入 27 27 

有形固定資産の取得による支出 △1,005 △2,325 

有形固定資産の売却による収入 10 23 

無形固定資産の取得による支出 △455 △36 

関係会社株式の取得による支出 △45 △933 

事業譲受による支出 △1,363 － 

子会社株式の取得による支出 △9 － 

その他 △80 △73 

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,303 △2,875 
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,000 △2,530 

長期借入れによる収入 － 4,000 

長期借入金の返済による支出 △10 △250 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △8 △12 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

自己株式の売却による収入 － 120 

配当金の支払額 △1,603 △1,608 

財務活動によるキャッシュ・フロー 376 △281 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 △30 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 241 1,013 

現金及び現金同等物の期首残高 1,824 1,711 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,065 2,724 
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

  前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）        （単位：百万円） 

 
貴 金 属
ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ 事 業

環 境 保 全
事 業

計 消 去 又 は 全 社 連 結

 売上高  

(1） 外部顧客に対する売上高 47,695 9,004 56,700 － 56,700

(2） セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － －

 計 47,695 9,004 56,700 － 56,700

 営業利益 5,770 1,218 6,989 (2,086) 4,902

（注）１．製品（商品及び役務を含む）の種類、性質の類似性を考慮し事業区分を行っております。 

２．各事業の内容 

（1）貴金属ﾘｻｲｸﾙ事業：主として貴金属原材料の回収・再生・加工・販売及び貴金属回収装置の製造・ 

販売・賃貸 

（2）環 境 保 全 事 業：主として産業廃棄物の無害化処理 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

 

【海外売上高】 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は純粋持株会社としてグループ全体の戦略機能を担い、各事業会社は貴金属・希少金属等のリサイクル

事業及び産業廃棄物処理その他の環境保全事業に従事しております。 

従って、当社は、事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「貴金属リサ

イクル事業」及び「環境保全事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「貴金属リサイクル事業」は、貴金属含有スクラップ等から、金・銀・パラジウム・プラチナ・インジウム

等の貴金属・希少金属をリサイクルし、販売することを主たる業務としております。「環境保全事業」は、産

業廃棄物の収集運搬及び中間処理を主たる業務としております。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

 （単位：百万円）

 
貴 金 属
ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ 事 業

環 境 保 全
事 業

合 計

売上高 

外部顧客への売上高 69,523 10,415 79,938

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － －

計 69,523 10,415 79,938

セグメント利益 6,539 1,330 7,870

（注）セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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